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6月
号

東京の森クリーンイベントを
実施しました！  

 

4 月下旬、 一般社団法人「森と暮らす東京」の羅久井さんや五

高生(五日市高校生)たちとともに、東京の森を綺麗にするイベント

を行いました。 

参加してくれた人たちは、明るく元気な面々ばかりで、楽しく清掃

活動をしていました。ボランティア活動とは、楽しんで行うことが大

切ですね。 

 

自然の美しさを取り戻すために 

きっかけは、羅久井さんの言ったことから始まりました。「最近、

森や川では、多くのごみがポイ捨てされ、美しいはずの自然を失い

かけている。だからこそ、そんな自然の美しさを僕たちの力で取り

戻していきたい。」 

最初は、私たちが通う五日市高校の周辺から清掃をしました。 

商店街や川のほうの道には、たばこやお菓子の袋が落ちていて、 

普段私たちが歩いているところには、これほどまでにごみが落ちて

いることを改めて気づかされました。 

この活動を多くの人々に広め、やがて東京の森全体を綺麗にす

る。これがイベントを通して、私たちが目指す大きな目標なのです。   

さらに、私たちの部活では、ミュージシャンとともに世界に向けた

歌を作るプロジェクトも行っています。イベントで体験したことをもと

に、自然の大切さなどを言葉や歌詞にして、五日市を世界へ発信

していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

☆ムサとサビとは？ 

都立五日市高校のオフィシャルキャラクター。
 

詳しくは、公式 Instagram にて。⇒ 

一つの環境問題の解決に繋がるサビ 

五
日
市
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！

　

五
日
市
に
お
見
え
に
な
る
観
光
客
の
方

か
ら「
来
住
野
」と
い
う
苗
字
が
大
変
珍
し

く
て
読
む
こ
と
が
難
し
い
と
お
話
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。五
日
市
に
お
住
ま
い
の

方
に
は
ご
く
普
通
の
苗
字
に
見
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、日
本
姓
氏
語
源
辞
典
に

よ
る
と「
来
住
野
」姓
は
、全
国
で
順
位
が

１
４
，１
４
１
位
と
い
う
超
レ
ア
な
苗
字
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。同
辞
典
に
よ
る
と

「
来
住
野
」姓
は
日
本
全
国
で
は
約
４
０
０

人
、そ
の
中
で
東
京
都
に
は
約
３
０
０
人
、

あ
き
る
野
市
全
体
で
は
約
１
４
０
人（
五
日

市
地
区
９０
人
）が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。特

に
、三
文
字
の
キ
シ
ノ
姓（
来
住
野
・
木
住

野・耒
住
野
な
ど
）が
あ
き
る
野
市
に
集
中

し
て
い
る
こ
と
か
ら
姓
氏
の
発
祥
の
地
と
も

言
え
る
よ
う
で
す
。館
谷
に
は
来
住
野
家

本
家
の
墓
所
が
あ
り
、戦

国
時
代
に
活
躍
し
た
來
住

野
十
郎
兵
衛
の
墓
標
に
は
館
谷
開
祖
だ
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、ご
本
家
は
都
内

に
お
住
ま
い
の
た
め
、館
谷
在

住
の
耒
住
野
善
一（
６９
歳
）さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

秋
川
市（
現
あ
き
る
野
市
）二
宮
で
創
業

し
た
西
の
風
新
聞
社
。2
0
2
1
年
春
、事

務
所
が
青
梅
か
ら
五
日
市
に
移
転
。新
社
長

の
伊
藤
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

│
社
長
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

ま
ず
は
五
日
市
に
事
務
所
を
移
転
す
る

き
っ
か
け
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
？

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。自
分
の
中
で
は

「
あ
き
る
野
市
の
新
聞
」と
い
う
思
い
が
あ
っ

た
の
で
、社
長
就
任
を
機
に
ホ
ー
ム
の
あ
き

る
野
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。気
軽
に
訪
ね
て

も
ら
え
る
よ
う
、通
り
沿
い
の一
階
に
事
務

所
を
構
え
ま
し
た
。良
い
意
見
も
悪
い
意
見

も
直
接
耳
に
入
っ
て
来
る
よ
う
な
場
所
に

し
た
く
て
。移
転
し
て
間
も
な
い
で
す
が
、

街
の
方
に
早
速「
お
か
え
り
」「
あ
り
が
と

う
」と
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
の
は
嬉
し
い

で
す
。西
の
風
は
地
域
の
方
の
出
資
に
よ
り

【編集発行】
五日市活性化戦略委員会
まちづくり通信チーム
市民有志のみなさま

五日市・増戸・戸倉・
小宮地区の

40自治会で配布中！

株式会社 西の風新聞社 
［住所］あきる野市舘谷199
［電話］042-588-4170 
事務所で一部220円で購入できます！
定期購読も募集中！お申込みはこちら→

お仕事中の伊藤社長

昔の紙面を見せていただきました

〜
お
か
え
り
な
さ
い
！ 

西
の
風
新
聞
社
！
〜

「
西
の
風
新
聞
社
」舘
谷
に
移
転

超
レ
ア
な
五
日
市
の
苗
字
、

キ
シ
ノ
姓
の
ル
ー
ツ
を
求
め
て コ
ラ
ム

五日市高校 ESS国際交流部とは…五日市を訪問する外国人向けの観光
案内や異文化交流、ボランティア活動等、地域と深く関わりながら、
高校生ができる社会貢献活動を積極的に行っている部活です。私たちと
何か共に活動してくださる地域の皆様、是非、お声かけください！

五日市
高校E

SS国際
交流部

より

昭
和
6
3
年
に
創
立
さ
れ
、五
日
市
町
と

秋
川
市
の
合
併
機
運
の
醸
成
を
目
標
に
し

た
新
聞
。名
前
も
当
時
、秋
流
新
聞〝
西
の

風
〞と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

│
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。心
機
一
転
し

た
西
の
風
は
ど
ん
な
新
聞
に
な
っ
て
行
く

の
か
、抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

　

住
ん
で
い
る
人
の
面
白
さ
を
し
っ
か
り
取

材
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。例
え
ば
お

店
の
取
材
で
も
店

主
さ
ん
に
焦
点
を

あ
て
て
人
間
を
通

し
て
店
の
魅
力
を

伝
え
る
切
り
口
。共

感
や
刺
激
が
読
ん

だ
人
の
活
力
に
な

る
紙
面
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
◎

おしらせ 井上薬局にて無料ゴースト血管測定会を開催します！ 7月5日（月）～17日（土）（日曜を除く）11:00～16:00、1日5組（1組2名様まで）ご予約はお電話で。→Tel.042-596-1533

らくい
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記事掲載をご希望の方はこちらまで 
ご意見、ご感想もお待ちしてます。 SNSでも情報発信中！
E-mail／machitsuku.itsuka@gmail.com→ 最新情報はFacebookで、過去の記事はnoteで→

　元戸倉小学校に向かう坂道の途中にあ

る「小春日和」。2018年9月にオープンしたこ

の可愛い名前のお店は、とても居心地のい

いお蕎麦屋さんである。

　お店を運営するのは、春原伸行さんと、高

校の同級生の野口寛さん。蕎麦打ちと調理

担当の春原さんは、たまたま入ったお店の蕎

麦の味に鳥肌が立ち、それ以来蕎麦にのめ

り込んだと言います。「研究熱心で努力家」と

野口さんが評するように、全国百軒以上の

蕎麦屋を巡って研究を重ね、お客様の舌をう

ならせています。ホール担当の野口さんは、話

上手でもてなし上手。「採算度外視のサービ

スをすることもし

ばしば。」と春原

さんが苦笑いし

ながら語ってくれ

ました。対照的なお二人がとてもいいハーモ

ニーを醸しだし、お店に彩りを添えています。

　実は、お二人ともあきる野とは縁もゆかりも

ない。でも、「周りの方が色々協力してくれた。

皆さん、穏やかで本当にいい人ばかり。」と

すっかりこの地が気に入り、地元に溶け込ん

でいます。「近所の人たちが気軽に集まっ

て、お茶したりのんびりできる場所にしたい！」

小春日和は、そんなお二人の想いのもと、単

にお蕎麦を提供するだけではなく、色々なこ

とをやってくれそうな、楽しみなお店である。

五
日
市
ま
ち
づ
く
り
通
信

雨の深沢アジサイ山は最高にきれいだ
よ、雨上がりの青空と同じ色。ミドリ色と
アオ色はとっても仲良し、ムラサキ色も
仲間に入っておしゃべり楽しそうだね。
小鳥さんとボクには聞こえるよ「いろどり

の歌声」ボクは音痴だから静かに聴い
ているんだ。あきる野市は自然がいっぱ
いだから水も空気も景色もみんな美味
しい。「ごちそうさま」が言い切れないね、
五日市の自然でお腹いっぱい!（ポ）

編集長・ポン太のひとりごと

かも いろど

五日市は

花いっぱい！

戸倉「小春日和」さんのご紹介
「小春日和」のように、ぽかぽかして居心地のいいお蕎麦屋さんお店探訪♪

あきる野さとやま蕎麦処  小春日和
［住所］あきる野市戸倉212
［電話］042-588-4868
［営業時間］ 月・火 11:30～16:00（L.O.15:00）
 土・日・祝 11:30～18:00（L.O.17:00）
［定休日］水・木・金曜日

（※注釈）少年農兵隊とは別名「甲種食糧増産隊」。第二次世界大戦中、開墾、開田をはじめ、土木作業などの労働に従事。

深
沢
の
花
咲
か
爺
さ
ん

「
ち
ゅ
う
い
っ
ち
ゃ
ん
」こ
と
南
澤
忠
一
さ
ん

〜
半
世
紀
に
わ
た
り
花
を
植
え
続
け
て
き
た
人
〜

南沢あじさい山
［住所］あきる野市深沢368
［電話］090-5540-9100
［開山期間］6月10日～7月20日（予定）
［入山時間］8:00～17:00
［入山料］中学生以上 500円
　　　　小学生以下 300円
◆入山料は紫陽花の維持・管理のための費用に充てています。◆新型コロナ
ウィルス感染拡大防止の観点から、開山が変更になる場合がございます。

戸倉小学校を建てるために移築した
古民家。緑の中に溶け込んでいます。

↑５月のお誕生日で91歳に
なられた南澤忠一さん

↓ご来山頂く際のお願いは
ホームページでご確認ください

あじさい山
ホームページ

き
乱
れ
る
山
に
な
っ
た
。

　

南
澤
さ
ん
は
、1
9
3
0

年
、林
業
、農
業
、養
蚕
を
営

む
家
に
生
ま
れ
た
。戦
争一色

の
子
供
時
代
で
あ
っ
た
。国

民
学
校
高
等
科
を
卒
業
す

る
前
に
少
年
農
兵
隊（
※
注
）

に
入
隊
。戦
後
は
家
業
の
材

木
商
に
従
事
。1
9
5
7
年

南
澤
材
木
有
限
会
社
を
設

立
。63
歳
の
時
、材
木
工
場

を
閉
鎖
し
た
。晩
年
は
弟
さ

ん
達
も
山
の
草
刈
り
を
手

伝
っ
て
く
れ
、5
年
前
に
他

界
さ
れ
た
奥
様
は
、山
で
泥

だ
ら
け
に
な
っ
た
服
を
毎
日

洗
濯
し
支
え
て
く
れ
た
。

　

米
寿
を
前
に
、紫
陽
花
の

　

今
や
、あ
き
る
野
市
の
観

光
名
所
と
し
て
有
名
な
南

沢
あ
じ
さ
い
山
。始
ま
り
は
、

山
の
中
腹
に
あ
る
お
墓
へ
お

参
り
に
行
く
際
、花
の
中
を

歩
い
て
行
け
た
ら
と
い
う
思

い
か
ら
だ
っ
た
。紫
陽
花
を

選
ん
だ
理
由
は
、比
較
的
長

く
花
を
咲
か
せ
、挿
し
木
で

増
や
し
易
い
か
ら
。40
歳
の

時
、庭
に
あ
る
2
株
の
紫
陽

花
か
ら
自
分
の
山
に
挿
し

木
を
し
始
め
た
。一
人
で
コ
ツ

コ
ツ
と
、時
間
の
積
み
重
ね

の
偉
業
を「
祭
日
の
産
物
だ

か
ら
」と
南
澤
さ
ん
は
笑

う
。現
在
で
は
、1
万
株
を

超
え
る
様
々
な
種
類
と
色

と
り
ど
り
の
紫
陽
花
が
咲

手
入
れ
を
続
け
ら
れ
る
か

不
安
を
感
じ
始
め
た
頃

（
株
）d
o-

m
o
社
長
の
高

水
健
さ
ん
と
出
会
っ
た
。あ

じ
さ
い
山
の
維
持
、管
理
の

強
力
な
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ

た
。若
者
達
と
一
緒
に
オ
ー

ル
シ
ー
ズ
ン
楽
し
め
る
花
山

を
目
指
し
て
ゆ
く
。

二人三脚で活動して5年
が経ちました。お山の指
導では厳しいですが、作
業が終われば満面の笑み
で話をしてくれる心優しい
師匠です。何よりも、いつ
までもお元気でいてほし
い！ まだまだ、お山の管理
に至らない私達ですが、
頑張っていきます！！

ちゅういっちゃん（中央）と
高水健さん（向かって左）
と南嶋祐樹さん（右）

和の内装で、落ち着いた
空間。

大粒なめこそば（天ぷら付）。飛騨高山
から取り寄せた大粒のなめこがふんだ
んに入っています。

高水健さんからメッセージ

ajisai-yama.com


